
 

≪渋小本部委員会・渋中生徒会  

初の連携！≫ 
 ７月１０日（水）渋沢中学校区初の試みとして渋沢中学

校生徒会と渋沢小学校本部委員会の懇談会が開催されまし

た。昨年度１１月に行われた「秦野こども未来づくり会

議」において、小学校と中学校の代表児童・生徒が話し合

う中で、もっと小中学校のかかわりをもちたいという思い

をもち、ぜひ交流会を開こうということになりました。し

かし、会議後の３学期は年度末ということもありスケジュ

ール調整が間に合わずに断念せざるを得ませんでした。そ

こで、今年度６月に行われた第一回「秦野こども未来づく

り会議」の中で、まずは小学校本部委員会と中学校生徒会

の交流会を開くことを決定しました。日程は小学校の委員

会活動の時間にあわせて、中学校生徒会の生徒が小学校を

訪問してくれました。 

 交流会は中学生が中心となって進行され、まずは緊張を

ほぐせるように行われたミニゲームを通して、小学生もだ

んだんと表情が柔らかくなっていきました。そして今回の

交流会の中心「小中学校が交流できる活動」を考えていき

ました。ここも中学生のリードのもと「できるかどうかは

後回しにして、まずは何をやりたいかを考えよう」という

ことでアイデアが広がっていきました。小中合同レクリエ

ーション、花を植える、募金活動、あいさつ運動、お祭り

など楽しそうなアイデア、お互いの理解が深まりそうなア

イデアが多く出ていました。中でも児童会の６年生は来年

度進学する中学校に興味津々。どんな部活があるのか、ど

のような勉強が始まる

のか、中学校の校舎の

様子は、などいつの間にか話し合いの目的からそれて

しまうほど熱心に中学生に質問し、それに対して中学

生はとても丁寧に答えてくれていました。交流会が終

わるときにはとても和やかな雰囲気になっており、と

ても有意義な時を過ごすことができたのだと思いま

す。これからも地域でともに育つ仲間として、小学校

と中学校のつながりが深められるよう取り組みを進め

ていきたいです。 
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≪食育 ～とれたてのトウモロコシは甘い～ ≫ 
 ７月９日（火）１時間目に３年生がトウモロコシの皮むき

を行いました。このトウモロコシは市内の JA はだのの方が

当日朝一番で渋沢小学校に届けてくださいました。３年生は

ただ皮をむく作業を行うのではなく、左の写真にあるように

五感を使って活動に取り組みます。皮を１枚ずつめくってい

く感覚、次第にほんのりと漂うトウモロコシの香り、黄緑色

の皮をめくると中から鮮やかな黄色が現れる。その一つ一つ

の工程に子どもたちは感嘆の声をあげながら目を輝かせて活

動していました。渋沢小学校全員分のトウモロコシの皮をむ

いてくれた３年生に感謝です。 

 そして、待ちに待った給食の時間には、自分たちが皮をむ

いたトウモロコシが登場します。一口食べるとその甘さに驚

きます。とれたてのトウモロコシの甘さを体験する子どもた

ち。食育とは、生きる上での基本であって、知育、徳育及び

体育の基礎となるべきものと位置付けられるとともに、様々

な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を

習得し、健全な食生活を実践することができる人間を育てる

ものとされています。渋沢小学校ではこれからも様々な取り

組みを進めていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

≪夏休みにぴったりの学び≫ 
 ６月２４日付に tetoru で配信したように秦野市では「はだの

っ子アワード」という取り組みを行っています。秦野市のことを

学び、体感することによって、自分たちが育つ秦野のことをもっ

と好きになって欲しいというものです。中でも「体験活動部門」

は夏休みに保護者の方と一緒に取り組むのに適していると思いま

す。私たちの渋沢地区は豊かな自然に囲まれています。渋沢丘陵

や生き物の里にすむ、野鳥や昆虫などの様々な生き物、そして

様々な木々、植物、花。また、歴史ある神社やお寺、石碑も多く

あります。このような渋沢小学校周辺の教育的資源をぐるっと回

れるのが「体験活動部門」です。渋沢は西地区に入っていますの

で、ぜひ一度ワークシート見ていただけば意外と身近なところに

新しい発見があり、ご家族での夏の思い出の一つになるかもしれ

ませんね。詳細は tetoru をご覧ください。 


